
 
 
 
 
 

■日 時 2023年5月22日(月) 19:30～21:00 

■講 師   渡辺  努 氏 
東京大学大学院経済学研究科（経済理論専攻）・経済学部教授 

■演 題「賃金と物価の好循環を実現できるか」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■参加費   無料 
■開催方法  オンラインZoom 

（URL は開催日 1 週間ほど前にご登録
のアドレスにお送りします） 

■注意事項  
SNS等での個人の発信はお控えいただけま 
すようお願い申し上げます。 

■お問合せ 
  東京大学経友会事務局 

東京大学大学院経済学研究科・経済学部 
Mail：keiyukai@e.u-tokyo.ac.jp    
電話･FAX：03-5841-5637 

東京大学 経友会主催・経済学部後援  

講演会シリーズ     第 1 4 回 ご案 内  

■スケジュール 
19:30～19:35 開会の辞(東京大学大学院経済学研究科教授 石原 俊時 氏)  
19:35～20:35  ご講演 
20:35～20:55  質疑応答 
20:55～21:00  閉会の辞 

 

 

渡辺 努（わたなべつとむ）氏／東京大学大学院経済学研究科（経済理
論専攻)・経済学部教授。専門はマクロ経済(特に物価と金融政策)｡前職
は日本銀行のシニア･エコノミスト(1982-99年）を経て､一橋大学経済研
究所助教授･教授(99-2011年)｡11年10月より現職｡京都大学､ボッコーニ大
学､コロンビア大学等で客員准教授･教授などを歴任｡92年ハーバード大
学でPh.D.(経済学専攻)を取得｡主な研究分野は金融政策と物価｡査読学術
誌に掲載された論文は70篇を超し､著書も多数*。 

日本学術振興会の科学研究費助成事業の一つとして06年に開
始された5年間の研究プロジェクト(『日本経済の物価変動ダイナ
ミクスの解明:ミクロとマクロの統合アプローチ』)の研究代表者
を務めた。 

その後､『持続的成長を可能にする産業･金融ネットワークの設
計』(08年-13年)､『長期デフレの解明』(12年-17年)､『対話型中央
銀行制度の設計』(18年-23年)の研究代表者を務め､現在は『長期
デフレの原因･帰結･経済厚生』の研究代表者を務めている｡ 

渡辺広太氏と共同開発した東大日次物価指数を13年5月より一般公開
したほか､同指数作成のアルゴリズムを特許登録(特許第6395307号「物
価指数推定装置､物価指数推定プログラム及び方法」)｡ 

2015年2月に日経等の出資により株式会社ナウキャストを創業
し現在､同社技術顧問を務める｡財政制度等審議会委員､総務省統
計研究研修所客員教授､キヤノングローバル戦略研究所研究主幹
等を兼務｡ 

*『物価とは何か』  ：講談社､第65回日経経済図書文化賞､週刊ダイヤ
モンド「ベスト経済書2022」第1位､週刊東洋経
済「ベスト経済書･経営書2022」第1位､日本経
済新聞「2022年の経済図書ベスト10」第1位) 

『世界インフレの謎』：講談社､新書大賞2023第4位    
等。 

■参加いただける方  

①東京大学経済学部卒業生､教員OB   

②東京大学経済学部 教職員､学生 

③①、②のご家族      

④①、②の方から事務局にご連絡を 

頂いた方 

■参加申込  

経友会ホームページ（http://www.keiyukai.e.u-tokyo.ac.jp/）の
登録申込フォームにて、必要事項を入力、送信してください
（定員300名、先着順）。 

      締切：2023年5月15日(月)  


